
                                  
 

 
 
 
 
 
 

 

11月4日（日）、曇りでしたが、風もなく穏やかな日になり

ました。当シルバー人材センターのPRブース担当メンバーは、

早々と新しい店頭販促（POP）パネルを吊り下げたり、アンケ

ートの粗品を袋詰めしたりして、来場者を迎える準備をしまし

た。市民まつりが開始されると、多数の来場者が押しかけ、各

テントは大変な混雑となりました。当PRブースには、井崎市

長・武田県議会議員・小宮県議会議員および市議会議員、さら

に市の関係部署の皆さまが次々と立ち寄られ、当センターに対

する関心と期待が高まっていることを感じました。PRブース担当メンバーは、POPパネルや配布チラ

シを手に持って通路側に立ち、「シルバー人材センターです。ただいま会員を募集中です」、「小学生の

英語教室・学習教室をやっています」、「市民農園の利用者を募集しています」等の声掛けをしてPRに

努めました。来場者をPRブースに誘導してアンケートをお願いしました。用意した400枚のアンケー

トは午後間もなく完了しました。アンケート回答者には粗品をお渡ししました。 

一方、駐輪場整理ボランティアメンバー（総数 26 名）は、前日には駐輪場区分けの白線を引き、当

日には押し寄せる自転車を混乱なく整理し、その働きに市から感謝の意が伝えられました。 

（横田 清四郎・記） 
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高めよう自主・自立・共働・共助の基本理念 
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『「第27回流山ロードレース大会」ボランティア活動』 10月7日（日） 

実行委員会からのボランティア募集に対し、当センター会員43名が応募し、無事その役目を果た
しました。実行委員会からの初めてのボランティア依頼に対し、当センターが大量動員できたこと
は、市とのより高い信頼関係に繋がるものと、応募した会員に感謝します。 （海老原 廣雄・記） 

 

PRブースメンバー 

  駐輪場整理中 



           
『平成30年度第７回理事会』 10月9日（火） 
 
【報告事項】 

① 平成30年８月の当センターの運営状況は、会員数が前年比21名増（男性16名増・女性５名増）、事業実

績累計は前年比 0.5％増、就業率は 73.7％で、前年比 1.9％減（派遣人員 22 名を含めると 1.0 増）となっ

た。事業実績８月単月は植栽・除草が猛暑のため減少。 

② ９月10日、長期就業の異動対象者95名に通知文書発送し、就業希望と意向確認を求めた。10月29日に

就業情報説明会を開催する。 

③ 本年度９月末までに６件の事故発生。８月の刈払い機安全講習会以降、その関連事故なし。 

④ 市指定管理事業の公募に対し、北部公民館、東部公民館、自転車駐車場、森の倶楽部を対象に申請書を提出

した。プレゼンテーションは10月16日・17日。市の決定は10月中。 

⑤ 女性懇談会（仮称）の準備会を10月19日に開催し、12月4日に第１回女性懇談会（仮称）を開催する。 

⑥ その他、安全就業対策委員会、適正就業委員会、会費未納者、ヒヤリハット応募締切り、南流山福祉会館・

館長交代、県シ連安全パトロールの予定、当センター２階トイレの改修完了 等の報告があった。 
 

【協議事項】 

① ９月の新入会員９名（男性7名・女性２名）の承認と退会会員２名（男性１名・女性１名）の報告 

② 流山市民まつりの駐輪場整理ボランティアの応募状況は13名で、さらに10名は必要。 

③ 安全就業指導員設置のための安全就業規程の一部改正について承認した。 

④ 地区懇談会開催について、地区理事が他地区の懇談会に参加することを了承した。 

⑤ 特定費用準備金等の定期預金を普通預金に移し、運転資金とすることを承認した。 （横田 清四郎・記） 
 

『安全就業対策委員会』 

【安全パトロール】 10月5日（金） 

雨天のため予定を変更し、福祉会館２か所（南、西深井）に対して実施した。２か所ともほぼ同一平屋建て

で、①玄関と廊下、廊下と各部屋との間に段差があり、つまずき転倒の恐れがあるため注意表示の掲示、②ガ

ステーブルの転倒（落下）防止対策、③消火器等の消防設備の自主点検実施結果記録等を指導した。 
 

【器具点検】 10月6日（土） 

脚立や梯子 30 台を目視点検および調整脚のスライド部分を操作し確認した結果、亀裂や不具合はなし。箒

および熊手計23本を点検し、針金等の緩みを締め付けた。点検済の表示として緑色ビニールテープを巻いた。

今回は廃棄器具なし。 
 

【「安全標語・ヒヤリハット体験談」作品募集結果】 

安全標語64点、ヒヤリハット体験談６点と多数の応募に感謝します。入選作品の選定については、11月の

安全就業対策委員会で決定する。                         （市毛 和男・記） 
 

『適正就業委員会』 10月12日（金）   

①適正就業状況の報告が事務局よりあり、ガイドラインの就業時間を超えて就業する会員が恒常化しており、

除草・植栽・施設管理の各職場での改善策の見直しが必要となっている。 ②長期就業異動対象者の面談日程を

10 月 22 日・24 日・25 日に決定。 ③回収されたアンケートは 9 月末日で 419 件、回収率 54.7％との報告があ

り、12月理事会で中間結果を報告する予定。                       (岡野 三雄・記） 
 

『県シ連安全パトロール』 10月31日（水） 

県シ連（千葉県シルバー人材センター連合会）の渡邉好男 安全・適正就業委員

長および小金谷幸次 安全・適正就業委員による安全就業巡回パトロールが実施

された。会長室で当センターの安全就業に対する取り組みを説明した後、前田会

長・海老原常務理事がこうのす台地先の植栽の現場に委員２人を案内し、作業現

場を視察してもらいながら事前準備や作業方法等を説明した。  （事務局・記） 
 

『現行３施設指定管理の次期候補者として選定される』 

現在、当センターが指定管理者として管理運営している施設（北部公民館・自転車駐車場・森の倶楽部および

高齢者趣味の家）を、平成31年度からさらに５年間、当センターが指定管理の候補者として選定された。12月

市議会で承認されて正式決定となる。                          （事務局・記） 
         

（２） 

理 事 会 

 
活 動 報 告 

刈払い機 ネットの使用 怠るな 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
  
『平成 30年度第4回役員会』 10月10日（水） 

①9月12日に実施した友の会パーティー（新企画・立食形式）に対する参加者意見の検討 ②宿泊旅行（一泊

二日、旅行日：11月13日～14日、行先：栃木県那須烏山）への対応策 ③歌声広場 等について確認と詳細検

討をしました。                                   （上 辰男・記） 
 

『シルバーパソコン同好会々員募集』 
毎月第3火曜日14：00からコミュニティプラザで例会を開催しております。楽しいパソコン、生活に役立つ

パソコン、仕事に役立つパソコンを目指しています。希望者は下記メールアドレスまで申し込んでください。 

mail address： yktssr1156@yahoo.co.jp   (横田 宛)                （横田 清四郎・記）                                          
 

同 
 

好 
 

会 

ゴルフ同好会 
12月20日（木） 8：30スタート 

3月15日（木） 8：30スタート 
野田市ＰＧ・ひばりコース 

パソコン同好会 
11月16日（火） 14：00～ 
12月18日（火） 14：00～ 

コミュニティプラザ 

写真同好会 11月23日（火） 13：30～ コミュニティプラザ 

 
 

『「北部公民館第５回サークル発表会」を開催』 10月27日（土）～28日（日） 

心配された天候も問題なく、前田会長および井崎市長の挨拶で開会し、例年に

も増した来場者でごった返しました。会場では、「他の公民館等のお祭りとは違

った雰囲気だ」というお褒めの言葉を頂きました。北関東地区大会銀賞の北部中

学校の吹奏楽、北高等学校の軽音楽、特別出演の吹奏楽を含めて16団体の舞台

発表、15団体の作品展示がありました。期間中、シルバー会員延べ18名の支援

にお礼申し上げます。                  （岡野 三雄・記） 
 

『「ほっとプラザふれあいまつり」を開催』 10月21日（日） 

「ほっとプラザふれあいまつり」を下花輪福祉会館で開催しました。 

日頃より当会館で研鑽をつまれているギター・オカリナ・ハワイアン演奏

等に加え、健康体操・フラダンス・ベリーダンス等のサークルがその成果を

披露し、最後に全員参加による「よさこい踊り」で締めました。また、小学生

を主とする書や、水墨画・ボタニカルアート・盆栽等の作品展、さらに売店

（ひばり）による朝採れ野菜・花・炊き込みご飯・味噌汁等の販売もあって、

ご来場の皆様に喜んでいただきました。        （秋谷 哲夫・記） 
 
『平和台福祉会館「歌のひろば＠平和台」を開催』 9月14日（金） 

今回で11回目を迎え、好評な恒例行事として定着し、定員70名い

っぱいの参加者で会場は大盛況でした。昔懐かしい唄に想いを寄せな

がら、全18曲を熱唱しました。 

今後も、気軽に利用できる地域の「憩いの場」として盛り上げて行

きたいと思います。             （久保田 裕三・記） 
 

『「第８回名都借福祉会館まつり」を開催』 10月20日（土）～10月21（日） 

「利用者発表会」と「作品展示会」が開催され12団体の皆さんにより日頃の研鑽の成果や作品をご披露いただ

きました。迫力ある「東小学校の吹奏楽の演奏」 を始

め、マジックやフラダンス等で大いに盛り上がり楽しい

時間を過ごすことができました。また、陶器のチャリテ

ィコーナーでは沢山の賛同者に作品をお買い上げいた

だき、その売上を「名陶会」会長から市役所へ寄付しま

した。              （高橋 敏雄・記） 

 
  

   

（３） 
 

友の会だより 
「流山シルバー友の会」は会員相互の

共助と親睦を目的としています。 

 

 
歌声広場のご案内  12月 21日（金）13：30～15：30 
場所：人材センター2Fホール   合唱とカラオケ   無料・予約不要 

友の会員と当人材センターの会員および元会員   ★車での来場は不可★ 

 

まあいいか 思う心が 事故のもと 



          
日 曜 １１ 月 の 予 定  日 曜 １２ 月 の 予 定 

16 金 ８地区懇談会  1 土 学習教室 

17 土 学習教室  2 日  

18 日   3 月 接遇力向上研修 

19 月 館長等会議  4 火 女性会員のつどい 

20 火 
介護予防・日常生活支援スタッフ育成講習   
配分金支払日 

 5 水 事業運営推進委員会 

21 水   6 木 学習教室 

22 木 学習教室  7 金 安全パトロール  広報編集委員会 

23 金 勤労感謝の日  8 土 器具点検  学習教室 

24 土 学習教室  9 日  

25 日 南流山福祉会館まつり  10 月 理事会 

26 月 入会登録説明会（シルバー人材センター）  11 火  

27 火 入会登録説明会（南流山センター）  12 水  

28 水   13 木 施設清掃技能講習  学習教室 

29 木 学習教室  14 金 適正就業委員会 

30 金 接遇力向上研修  15 土 「シルバー流山」発行  学習教室 
 
◎新会員のご紹介（敬称略） ○数字は地区名 
②石川 啓子 ⑤長谷川 千代子 ⑦吉田 邦憲  
 

◎就業中の事故防止に努めましょう 
本年 4 月から9 月末現在の事故は、賠償 3 件、傷害１件、交通事故１件、その他１件の合計６件の事故が発

生しています。その内容は、①刈払い機による飛び石事故 ②物品による乗用車の損傷 ③エスカレーターで
の転倒 ④車両の接触事故 等です。昨年度の同時期の事故 16 件と比べ減少していますが、「安全は全てに優
先する」を念頭に、事故防止研修会や受講生を限定した刈払い機講習会等、今後も事故ゼロを目指した取り組み
を実施していきます。 
 

◎「電話 de 詐欺」にご注意を！ 
「電話 de詐欺」の中でも、「オレオレ詐欺」と「還付金等詐欺」の被害が多く、この二つの手口で全体の約 8
割を占めます。また、最近では、有料サイト利用名目等の「架空請求詐欺」の手口も増加しています。千葉県警
では、こうした詐欺の被害に遭わないよう、①一人で判断しない ②振り込みまたは引き出しをする前に必ず
家族や警察に相談する ことをポイントに注意を呼びかけています。 
不審な電話が来た場合には、すぐに最寄りの 
警察署または「電話de詐欺」相談専用ダイヤル（電話番号：0120-494-506）に相談してください。 

（千葉県警ホームページから）  
 
 
 
 
 

 
中学校時代、試験勉強の心得として、先生が「塹壕掘り」の話し
をしてくれた。 

戦場で塹壕を掘る場合、 先ず「身体を伏せて撃てるように、塹壕を浅く幅広く掘
る。」 次に「膝立ち撃ちができるような深さと幅で掘る。」 最後に「立って撃てるよ
う深く幅狭く掘る。」 これらの方法により敵がいつ攻撃して来ても対抗できる。 
予想が立てられない、計画がはっきりしない、曖昧な話し等の場合、先ずは広く浅く

対応し、次に少しずつ深く準備していくと、予想がはっきりした、計画が決定した場合、直ちに完了できる。 
はっきりしないから、決まらないから動けない、それでは急に決まった場合、慌てる、出遅れることになる。

曖昧さに対応する手段としてこの「塹壕掘り」の話しは今でも役に立っている。    （横田 清四郎・記） 
      

 会 員 数：平成３０年１０月３１日現在 

計 ７７０ 男性 ６１３ 女性 １５７ 

（４） 

 
TEL ７１５５－３６６９ 

FAX ７１５４－１８３９ 

＜編集委員＞ 

横田清四郎 池内弘行 

南石高秀   菅原正敬 

海老原廣雄 

安全は焦るな！おごるな！無理するな！ 

『「女性会員のつどい」を開催』 
①日時：12月4日（火）13時30分～ ②場所：シルバー人材センター2階会議室 ③内容：

女性会員同士の情報交換を通して、交流を促進します。仲間づくり・生きがいづくり・健康づく
りの楽しいおしゃべり会です。（折り込みチラシ参照）   申し込みは 11月 26日（月）まで
に事務局へ 


